











Walking to Work and the Risk for Hγpertension in Men: The Osa同
Health Surveγ 
(新規高血圧発症に及ぼす歩行習慣の意義:大阪ヘルスサーベイ)














縮期山r・拡張期血圧)の相対危険度は.0.71 C95%CJ : 0.52-0.97)で有意に減少した。 26.3人が，通勤時



















拡張期血圧)の相対危険は， 0.71 (95%Cl : 0.52-0.97)で有忘に減少した。 26.3人が，通勤時に21分以上歩
くと.10年間に一人の高山民発症を予防する結巣になった Cnumbcrnccdcd to walk)。また，余暇の運
動習慣については，運動しない群を対照として， J自に 1[nJ日、 k積極的に運動をする群の多変量補止後〈年
齢， BMI.アルコール摂取量，通勤時多行時間，喫煙貯I昆空腹時耐拙{凡収縮期l血圧，拡8長期向上正)の
相対危険~;tO.70 C95%CI : O.S9-0.84)で有意に減少した。
最il，高血!土症の治療指針 (TheSixth ficport of the Joini t¥mional Committee on Preventioll， 
Detcction， Evaluatioll， and Trcatrncmt 01・High1うloodPressure)では，歩行を合めた，比較的緩や
かな運動が推奨されている。本研究では，少なくとも迦 l回以上の運動蛍慣が高血圧発症の予防に有効で
ある事に加え，穏やかな身体活動，特に通勤時の歩行が高血圧発注に独立した予防的効果を角寸ーる事を明
らかにしたものである。
以上の研究成巣は.高血圧症の発症予防に大きく貢献するものであり，蒋者は，博十 Cl*学)の学{煮を
授与されるに値するものと、|司定された。
才1
